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保
護
者
会（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

が
令
和
五
年
十
月
十
四
日
（
土
）、

七
十
一
名
の
保
護
者
が
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
川
嶋
秀
久
後
援
会

長
、
小
林
陽
子
学
部
長
の
挨
拶
の
の

ち
「
学
科
の
現
状
と
課
題
（
報
告
）」

と
題
し
て
、
夫
々
の
学
科
の
活
動
等

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
ク
ラ
ス
担
任
を
中
心
に
学

科
、
学
年
別
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
、

大
学
で
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
、

国
家
試
験
対
策
、
家
庭
で
の
様
子
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、
担
任
と
保
護
者

で
の
情
報
共
有
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

３
Ｎ
Ａ　

石
垣
由
美
子

　

管
理
栄
養
士
を
目
指
し
て
入
学
し

た
娘
は
、
早
い
も
の
で
三
年
後
期
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
々
、
レ
ポ
ー
ト
や
実
習
関
係
な

ど
や
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

沢
山
の
友
人
に
も
恵
ま
れ
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
思

い
起
こ
せ
ば
三
年
前
の
入
学
当
初
は

コ
ロ
ナ
二
年
目
で
、
入
学
後
の
授
業

は
、一
部
（
座
学
）
の
授
業
が
リ
モ
ー

ト
対
応
で
し
た
が
、
国
家
試
験
を
目

指
す
学
科
で
も
あ
り
、
実
験
実
習
は

対
面
で
実
施
さ
れ
、
ク
ラ
ス
を
二
つ

に
分
け
る
な
ど
、
感
染
症
防
止
対
策

が
な
さ
れ
て
お
り
、
き
め
細
や
か
か

つ
柔
軟
な
対
応
を
感
じ
ま
し
た
。

　

保
護
者
会
の
全
体
会
で
は
、
管
理

栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率
や
就
職

状
況
な
ど
の
実
績
報
告
、
そ
し
て
、

将
来
に
向
け
た
学
生
た
ち
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
学
習
へ
の
取
り
組
み
方
な

ど
、
日
々
の
状
況
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、個
別
面
談
で
は
、

学
校
で
の
様
子
、
個
人
の
成
績
、
今

後
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生

方
に
相
談
す
る
こ
と
で
娘
の
大
学
生

活
に
関
し
て
安
心
す
る
と
と
も
に
家

族
間
で
今
後
の
こ
と
を
じ
っ
く
り
と

話
す
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

保護者会 全体会

令
和
五
年
度

保
護
者
会
報
告
に
つ
い
て

保
護
者
会
に
参
加
し
て

会
長
挨
拶

後
援
会
会
長　

川
嶋　

秀
久

学
で
培
っ
た
知
識
と
実
習
で
得
た
経

験
を
活
か
し
、
校
章
に
込
め
ら
れ
た

「
熱
意
」「
誠
意
」「
創
意
」
を
胸
に
、

輝
か
し
い
未
来
に
向
け
て
歩
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
教
職
員
と
関
係
者
の
皆
様
に
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

大
切
な
お
子
様
の
ご
成
長
を
温
か
く

見
守
り
、
支
え
て
こ
ら
れ
た
保
護
者

の
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
と
共
に
、

お
子
様
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
発
展

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
後
援

会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
春
に
卒
業
を
迎
え
る
管
理
栄
養

学
科
と
食
品
学
科
の
皆
様
、
そ
し
て

保
護
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
は
、
体
育
祭
や
聖
栄

葛
飾
祭
な
ど
の
行
事
が
、
ほ
ぼ
従
来

通
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
在
学
生

の
皆
さ
ん
の
元
気
な
声
と
笑
顔
が
満

ち
あ
ふ
れ
、
入
学
時
よ
り
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
に
制
約
が
多
か
っ
た
皆
様
に

と
っ
て
は
、
学
生
生
活
の
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
巣
立
つ

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
東
京
聖
栄
大

　

学
生
さ
ん
達
に
は
、
時
々
話
す
機

会
が
あ
っ
た
と
き
に
、「
東
京
聖
栄

大
学
」
は
「
食
の
総
合
大
学
」
と
し

て
世
界
の
大
学
約
三
万
校
の
一
つ
と

し
て
け
っ
し
て
廃
れ
ず
、
む
し
ろ
こ

れ
か
ら
世
界
は
日
本
の
食
生
活
の
在

り
方
を
見
習
っ
て
歩
ん
で
い
く
の
か

な
と
大
き
な
風
呂
敷
を
広
げ
て
話
し

て
お
り
ま
す
。
今
、
少
子
化
問
題
を

抱
え
つ
つ
各
大
学
は
生
き
残
り
を
か

け
て
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。
当
大
学

と
て
決
し
て
蚊
帳
の
外
の
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
食
の
大
切
さ
の
認
識

と
食
関
連
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
し

て
各
先
生
方
に
は
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
大
学
で
思
考
性
増

強
や
積
極
的
な
行
動
力
を
学
ん
で
卒

業
し
て
く
る
こ
と
を
企
業
サ
イ
ド
で

は
大
変
期
待
い
た
し
て
い
る
よ
う
で

す
の
で
、
そ
の
期
待
に
も
沿
え
る
よ

う
教
職
員
一
同
学
生
と
と
も
に
一
丸

と
な
っ
た
成
果
に
ご
期
待
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、
大
学
創
立

来
よ
う
や
く
二
十
年
の
経
過
が
目
前

と
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。
お
陰
様
に

て
教
職
員
さ
ら
に
は
後
援
会
の
絶
大

な
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
お
陰
で
「
食

の
総
合
大
学
」
を
誇
る
べ
き
内
容
の

充
実
度
も
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
後
援
会
の
皆
様
に

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
今

後
と
も
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

学
長
挨
拶�

理
事
長
・
学
長　

田
所　

忠
弘

「
食
」
と
と
も
に
積
極
的
に
生
き
る
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令
和
五
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
五
類
感
染
症
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
学
も
様
々
な
行
事
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
に
行
っ
た

体
育
祭
を
皮
切
り
に
、
十
一
月
十
一

日
・
十
二
日
に
は
『
聖
栄
葛
飾
祭
』

が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。「
食
を

笑
顔
と
と
も
に
」
を
テ
ー
マ
に
前
夜

祭
で
は
、「
な
り
た
い
自
分
コ
ン
テ

ス
ト
」
や
軽
音
楽
部
の
演
奏
等
学
生

主
体
の
企
画
が
あ
り
、
本
祭
で
は
学

友
会
レ
ス
ト
ラ
ン
、
各
ク
ラ
ス
の
模

擬
店
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
お
笑
い

ラ
イ
ブ
、
各
学
科
企
画
等
盛
り
だ
く

さ
ん
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
友
会
担
当
者
や
参
加
学
生
は
企

画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
様
々
な

人
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
い
う
事
を

感
じ
た
と
思
い
ま
す
し
、
苦
労
し
た

所
も
何
と
か
工
夫
し
て
乗
り
越
え
て

出
来
た
事
等
、
授
業
で
は
得
ら
れ
な

い
何
か
が
学
生
一
人
ひ
と
り
の
心
に

携
な
ど
地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
通
し
、
学
生
は
与
え
ら
れ
た

こ
と
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
で
考
え
立
案
し
、
行
動
で
き
る

学
生
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
海
外
研
修
が
再

開
さ
れ
、
ま
た
四
年
ぶ
り
に
宿
泊
研

修
の
再
開
も
予
定
し
て
い
る
の
で
新

し
い
人
間
関
係
が
作
れ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
ご
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
は
、
石
川
県
で
の
大
地

震
、
日
航
機
の
事
故
が
続
き
驚
き
と

悲
し
み
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
が
あ
る
と
、
他

者
の
心
に
寄
り
添
い
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
す
。
そ
し
て
地
域
と

の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
管

理
栄
養
学
科
は
こ
れ
ら
を
目
指
す
学

科
で
す
。
管
理
栄
養
士
は
他
者
に
寄

り
添
い
共
に
考
え
栄
養
面
か
ら
支
援

を
す
る
仕
事
で
す
。
管
理
栄
養
学
科

の
取
り
組
み
の
大
き
な
柱
は
、
葛
飾

区
（
保
健
所
）
と
の
連
携
事
業
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
サ
ミ
ッ
ト
ス
ト

ア
ー
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
や
南
葛

Ｓ
Ｃ
と
の
連
携
、
近
隣
病
院
と
の
連

　

一
月
二
十
七
日
に
令
和
五
年
度
の

卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
（
卒
研
）
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
卒

研
は
、
研
究
の
計
画
・
遂
行
・
ま
と

め
・
考
察
・
発
表
を
学
生
自
ら
が
自

主
的
に
取
り
組
む
も
の
で
、
大
学
四

年
間
の
学
び
の
集
大
成
で
す
。
就
職

活
動
に
お
い
て
も
、
卒
研
に
取
り
組

む
姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
学
生
自
身
の
「
自
信
」
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
生
涯
を
み
て
も
自
ら

が
好
き
な
こ
と
を
自
由
に
研
究
で
き

る
数
少
な
い
機
会
で
す
の
で
、
積
極

的
な
履
修
と
遂
行
を
勧
め
て
い
ま

す
。
実
施
し
て
い
る
と
き
は
苦
労
も

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
後
か
ら
振

り
返
る
と
き
っ
と
よ
い
経
験
と
思
い

出
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
学
生
は

選
択
科
目
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
残

念
な
が
ら
年
々
履
修
者
が
減
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
大
学
で
の
学
び
の

醍
醐
味
で
も
あ
る
卒
研
の
履
修
を
ご

子
息
・
ご
息
女
の
方
々
に
お
推
め
頂

け
る
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

残
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
に
生
か

し
て
頂
き
た
い
で
す
。

食
品
学
科

卒
研
の
ス
ス
メ

食
品
学
科
長
　
北
村
　
義
明

健
康
栄
養
学
部

新
た
な
ス
タ
ー
ト

健
康
栄
養
学
部
長
　
小
林
　
陽
子

管
理
栄
養
学
科

地
域
と
共
に
学
ぶ

管
理
栄
養
学
科
長
　
宮
内
　
眞
弓

卒業研究・卒業制作ポスター発表会場風景卒業研究・卒業制作口頭発表会場風景

合同ゼミ（スポーツ栄養学）



［３］　令和６年３月 15日	 東京聖栄大学後援会会報	 第 73号
　

今
年
度
学
友
会
会
長
を
務
め
ま
し

た
管
理
栄
養
学
科
の
石
垣
来
実
で
す
。

　

今
年
度
は
学
友
会
・
総
会
・
新
入

生
歓
迎
会
、
体
育
祭
、
大
学
祭
、
意

見
交
換
会
、
普
通
救
命
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

講
習
会
な
ど
様
々
な
行
事
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
に
規
制
が

無
い
な
か
で
の
開
催
に
よ
り
学
内
を

大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
十
一
月
に
開
催
し
た
聖
栄
葛

飾
祭
で
は
、「
食
を
笑
顔
と
と
も
に
」

を
テ
ー
マ
の
も
と
学
生
間
、
教
職
員

や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
企
画
・
運
営
を
行
う

事
へ
の
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
対
面
開
催
で
あ
っ
た
学

長
・
教
職
員
の
方
と
の
意
見
交
換
会

で
は
、
学
生
か
ら
の
意
見
・
要
望
を

基
に
先
生
方
と
有
意
義
な
意
見
交
換

会
の
実
施
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
の

行
事
を
、
一
か
ら
の
企
画
運
営
ま
た

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
行
事
開
催

な
ど
状
況
の
移
り
変
わ
り
が
激
し
く

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
力
や
様
々
な

方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
時
間

を
過
ご
し
、
大
変
な
こ
と
が
多
い
中

で
も
達
成
感
や
充
実
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
教
職

員
の
方
々
や
後
援
会
の
方
々
か
ら
の

ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思

い
ま
す
。
学
生
代
表
と
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
（
地
域
貢
献
）

　

令
和
六
年
一
月
二
十
二
日
（
月
）

に
葛
飾
区
役
所
・
葛
飾
区
社
会
福
祉

協
議
会
を
訪
問
し
、『
聖
栄
葛
飾
祭
』

で
の
収
益
金
の
一
部
を
葛
飾
区
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
葛

飾
区
役
所
に
て
青
木
克
德
区
長
（
葛

飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
名
誉
会
長
）

よ
り
感
謝
状
を
戴
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会

及
び
障
が
い
者
支
援
の
た
め
の
施
設

の
様
子
等
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
機
会
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

●
普
通
救
命
講
習
会
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

　

令
和
六
年
二
月
二
十
日
（
火
）
に

普
通
救
命
講
習
会
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
実

施
し
ま
し
た
。
講
習
会
に
参
加
し
た

学
生
八
名
は
、
東
京
消
防
庁
の
指
導

の
下
に
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
や
怪
我
の
応
急
手
当
の
技
能
を

修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
友
会
活
動
報
告

●
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

　

～
支
援
対
象
の
拡
充
～

　

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
大
学
等
の

高
等
教
育
に
お
け
る
「
授
業
料
や
入

学
金
の
減
免
」
及
び
「
給
付
型
奨
学

金
」（
日
本
学
生
支
援
機
構
）
に
よ

る
制
度
で
す
。

　

本
学
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
高
等

教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
支
援
対

象
校
と
し
て
認
定
さ
れ
、「
授
業
料
・

入
学
金
の
一
部
減
免
と
給
付
型
奨
学

金
」
に
よ
り
、
意
欲
あ
る
学
生
の
皆

さ
ん
の
「
学
び
」
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
六
年
四
月
よ
り
、
多
子
世
帯

や
理
工
農
系
の
学
部
の
学
生
へ
の
支

援
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

修
学
支
援
新
制
度
に
お
け
る
申
請

は
、
春
期
と
秋
期
に
行
っ
て
お
り
、

給
付
型
奨
学
金
『
日
本
学
生
支
援
機

構
』、授
業
料
等
の
減
免
『
大
学
（
本

学
）』
夫
々
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

各
種
制
度
等
に
関
す
る
詳
細
等

は
、
文
部
科
学
省
及
び
日
本
学
生
支

援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
修
学
支
援
新
制
度
や
日
本

学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
に
関

す
る
内
容
や
申
請
方
法
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

学長との意見交換会

大学祭（学友会役員）

チャリティ金贈呈

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

（
学
生
支
援
・
就
職
支
援
）

学友会会長
管理栄養学科

３年次生
石垣　来実

https://www.jasso.go.jp/
shogakukin/index.html

日本学生支援機構
奨学金（貸与型・給付型）

https://shogakukin-simulator.
jasso.go.jp/

日本学生支援機構
進学資金シミュレーター

https://www.mext.go.jp/
kyufu/index.htm

文部科学省
修学支援新制度

高等教育の修学支援新制度
ＬＩＮＥ公式アカウント

修
学
支
援
新
制
度
・

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等



食 品 学 科
（研究・分析・開発・製造（食品・化学））
イニシオフーズ㈱、カネ美食品㈱、ケミ・コム・ 
ジャパン㈱、コスモ企業㈱、㈱シャトレーゼ、白
石食品工業㈱、㈱デザートランド、トオカツフー
ズ㈱、㈱ニッセーデリカ、㈱ファーストフーズ、
㈱ポンパドウル、㈱武蔵野

（調理/接客サービス）
㈱きちりホールディングス、㈱サッポロライオン、
テンアランド㈱、㈱人形町今半、㈱ファーストリ
ゾート、㈱プロントコーポレーション、㈱ベスト
ライフスタイル　キンプトン新宿東京

（営業・販売）
サミット㈱、㈱シュクレイ、㈱筑波銀行、東京ヤ
クルト販売㈱、㈱ベルク、マックスバリュ関東㈱

（その他）
㈱ABC Cooking Studio、㈱西武・プリンスホテ
ルズワールドワイド

進学先

筑波大学大学院、聖徳大学大学院

第 73号	 東京聖栄大学後援会会報	 令和６年３月 15日　［４］

４年次生の主な就職内定先
管理栄養学科

（公務員）
東京都職員Ⅱ類（栄養士）、東京都特別区職員（一
般事務職）、江東区学校栄養職員（非常勤）、川崎
市学校栄養職員（非常勤）

（病院/福祉）
（独）国立病院機構関東信越グループ、（医）福寿会、
（医）社団成仁、W hospitality㈱

（受託給食会社）
㈱アール・ティー・コーポレーション、エームサー
ビス㈱、㈱グリーンハウス、コンパスグループ・
ジャパン㈱、ジャパンウェルネス㈱、㈱センダン、
㈱藤江、㈱ベネミール、㈱メフォス、淀川食品㈱、 
㈱LEOC、㈱レパスト

（保育園）
（社福）ChaCha Children & Co.、AIAI Child Care㈱、
㈱K’s garden、㈱こどもの森、㈱日本保育サービ
ス、㈱モード・プランニング・ジャパン

（薬局）
㈱クリエイトエス・ディー、㈱サンドラッグ、 
㈱スギ薬局、㈱ツルハ、㈱トモズ

就
職
活
動
状
況

●
三
年
次
生
の
就
職
支
援

　

三
年
次
生
の
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
政
府
が
「
三
月
一
日

以
降
に
広
報
活
動
（
会
社
説
明
会
な

ど
）
開
始
、
六
月
一
日
以
降
に
面
接

な
ど
の
採
用
選
考
活
動
開
始
」
と
発

表
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
独
自
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
早
期
に
採
用
選
考

を
進
め
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。「
三

月
会
社
説
明
会
、
六
月
選
考
」
を
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
目
安
と
し
つ
つ
、
行

き
た
い
業
界
・
企
業
の
採
用
選
考
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
早
目
の
準
備

を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
年
二
月
に
、『
学
内
業
界
説
明

会
』を
対
面
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

二
月
十
三
日
・
十
四
日
に
管
理
栄
養

士
職
採
用
企
業
か
ら
計
二
○
社
、

十
五
日
・
十
六
日
に
は
食
品
関
係
企

業
か
ら
計
十
八
社
の
延
べ
三
十
八
社

に
参
加
し
て
戴
く
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。

食品学科

令
和
五
年
度
卒
業
予
定
者

　
内
定
先
職
種
別
グ
ラ
フ

（
二
月
十
五
日
現
在
）

　

参
加
学
生
は
多
く
の
企
業
ブ
ー
ス

を
訪
れ
、
活
発
に
質
問
を
す
る
な
ど

し
、
直
接
人
事
担
当
者
か
ら
業
界
や

各
企
業
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
く
こ

と
で
様
々
な
情
報
を
収
集
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
食
」
に
関
す
る
企
業
を
志
望
す

る
学
生
が
多
い
本
学
で
は
、
適
任
者

か
ら
の
指
導
・
助
言
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
し
て
お
り
、
個
別
に
オ
ン
ラ

イ
ン
や
対
面
で
の
面
談
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
で
も
就
職
活
動
の
相
談
を
受

付
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
教
職
員
が
連
携
し
、
学
生

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
就
職
支
援
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
保
護
者

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し 

ま
す
。

●
四
年
次
生
の
就
職
内
定
状
況

　
令
和
五
年
度
卒
業
生
の
就
職
内
定

率
は
、
二
月
十
五
日
現
在
で
学
部
合

計
九
三・〇
％（
昨
年
同
日
九
○・九
％
）

と
い
う
状
況
で
す
。

　

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
は

管
理
栄
養
士
職
を
中
心
に
九
二・三
％
、 

食
品
学
科
は
食
品
企
業
の
研
究
・
技

術
・
製
造
職
や
調
理
職
を
中
心
に

九
四
・
一
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
就
職
活

動
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
未
内
定
者
は
、
諦
め
ず
に
就
職

活
動
を
継
続
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

＜学内業界説明会の様子＞
本学多目的ホールで行いました

管理栄養学科

営業・販売7.0％
一般事務2.8％

その他2.7％

接客サービス1.4％
その他
1.6％
その他
1.6％

公務員4.8％公務員4.8％
病院4.8％病院4.8％
福祉施設
1.6％
福祉施設
1.6％

保育園
21.0％
保育園
21.0％

薬局
19.4％
薬局
19.4％

受託給食会社
46.8％

受託給食会社
46.8％

管理栄養士・
栄養士職86.1％
管理栄養士・
栄養士職86.1％

営業・販売
27.1％
営業・販売
27.1％

その他
12.5％
その他
12.5％ 研究・分析・開発・製造

（食品・化学）29.1％
研究・分析・開発・製造
（食品・化学）29.1％

調理
22.9％
調理
22.9％一般事務

4.2％
一般事務
4.2％

接客サービス
4.2％

接客サービス
4.2％

４月１日（月）   学年開始
４月１日（月）   入学式
３月28日（木）～４月５日（金）
 ガイダンス等
４月６日（土）   前期授業開始
５月25日（土） 体育祭
５月31日（金） 

学園創立記念日（平常授業）
７月29日（月）  前期授業修了
７月30日（火）  定期試験開始
８月６日（火）  夏期休暇開始
９月５日（木） 前期成績発表
９月21日（土）
 夏期休暇終了・前期終了
９月24日（火）
 後期開始・後期授業開始 
11月７日（木）・８日（金）
 大学祭準備 
11月９日（土）・10日（日）
 聖栄葛飾祭
11月11日（月）
 大学祭後片付（休講）
11月12日（火）・13日（水） 
 代日休校
12月25日（水）  授業終了
12月26日（木） 冬期休暇開始
１月８日（水） 冬期休暇終了
１月９日（木）  授業再開
２月３日（月）  後期授業修了
２月４日（火）  定期試験開始
２月21日（金） 後期成績発表
３月15日（土）  卒業式
３月31日（月）  学年終了
※学事日程は、変更する場合があります。

2024年度
学　年　暦学　年　暦


